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[論文要旨】
現代日本のスピリチュア Jレ・ブームの成功例ともいえる「ホ・オポノポノ (SITH= Self 
I-dentity Through Ho'oponopono ) Jは，誰でも簡単に行える運命改普法であるが，そこには人
の意識を多層構造としてとらえる視座が存在し、「すべては心による」とする仏教の唯識と共通
する点も多い。しかし，両者の比較によって明らかになったのは.rホ・オポノポノ (SITH)J
というスピリチュアリテイの「時J概念の不連続性である。「永遠Jでない「今」にこそ主眼が
置かれている点には，現代人が求める精神世界の重要な手がかりがあると思われる。また， もう
一つの特性として.r神聖なる知能」の在処があげられる。神聖なるもの，超越的存在を他者で
はなく自身の中に見出すというのは，スピリチュアリティの多くに共通する考え方であり.それ
は人々を伝統宗教に伴う「信仰対象・信仰心・修行」といった要素から解き放つものとなる。こ
のように，スピリチュアリテイの興隆を通じて、現代の日本人の精神世界は，従来の宗教とは異
なる方向へと歩を踏み出すことになった。新時代を生きる人々の思想的側面を反映する存在とし
て，今後もその展開に注目していきたい。
[キー ワー ド] スピリチュアリテイ.rホ・オポノポノ (SITH)J.記憶、唯識.r神聖なる知能」
はじめに
前世紀にオカルトや精神世界として扱われていた領域は，秘教的，呪術的なムードを漂わせる
ものが大半であり，コアな関心を寄せる層に特化したアンダーグラウンド的存在だと見られがち
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であった。しかし，今日の日本ではその趣きは様変わりして，新たにスピリチュアリテイ(もし
くはスピリチュアル)と呼ばれるブームが生まれている。癒しをもたらすというスピリチュアリ
テイの表層的イメージは人々に好意を持って受けとめられ、その関連分野は健康や医療のみなら
ず，芸術，教育、文化など多方面に広がっている。 2000年以降.スピリチュアリテイに関係す
る情報は，出版・放送・ネットなどのマス・メディアによって盛んに取り上げられた。いまや問i!j
神世界」は大衆化して，一般の人々にとって身近な存在になりつつあるといえる。l本論では，
スピリチュアリテイの具体的事例のーっとしてイハレアカラ・ヒューレン 2(以下、ヒューレン
と記す)による「ホ・オポノポノ (SITH= Self I-dentity Through Ho'oponopono ) J (以下， rホ・
オポノポノ (SITH)Jと記すりを取り上げる。誰でも実践可能なスピリチュアリティの成功例
ともいえる「ホ・オポノポノ (SITH)Jであるが，そこには意識と超越的存在について独自の設
定が成されている。意識を多層的にとらえる点や各層の働きに関しては仏教の唯識思想と通じる
ところが多いものの，両者の思想には大きな違いがある。その差異を読み解くことにより，伝統
的宗教と現代のスピリチュアリティを隔てるもの，あるいはスピリチユアリテイが提示する精神
世界の本質についての手がかりが導き出せるのではないかと考える。本論では、まず「ホ・オポ
ノポノ (SITH)Jが， 日本でブームとなった背景について述べ，現状を確認する。次に，ハワイ
の秘法とされる「ホ・オポノポノ」が現代のスピリチュアリティとして簡略化された経緯にふれ
つつ， rホ・オポノポノ (SITH)Jの教えである①自己責任の世界観，②記憶による問題の発生.
③クリーニングとゼロへの転化，④自分の中の「神聖な存在」について整理を行う。それらをふ
まえた上で，唯識との比較を行うことによって、「ホ・オポノポノ (SITH)Jが示す精神世界の
方向性について明らかにしていく。
1 rホ・オポノポノ (SITH= Self I-dentity Through Ho'oponopono ) Jについて
1. rスピリチュアJレ」の成功例
日本でも関連図書が数多く出版されて人気となった「ホ・オポノポノ (SITH)Jは，ハワイの
秘法を現代風に洗練させたものである。松村潔『精神世界の教科書Jの「精神世界キーワード」
では、〈スピリチュアル・キーワード〉の「最近のトレンド」の項目に， rホ・オポノポノ」は含
まれる。4テレピ番組や雑誌，書籍，ネットなどのメディアを通じて「前世」ゃ「オーラ」がブー
ムとなった後，より日常的な存在として広範囲に流行したのが「ホ・オポノポノ (SITH)Jであ
る。「ホ・オポノポノ (SITH)Jでは，ただ四つの言葉を唱えるだけという簡単な方法により，
自身の不幸は癒され，家族や友人との関係も改善し，また社会に起こる種々の問題も解決してい
くことができるとされる。古代のハワイの教えが現代に通じる知恵として見直され、「神秘」や
「目に見えない世界」に基づいた力が，リアルな現実生活の中でも生かされる。「ホ・オポノポノ
(SITH)Jは，スピリチユアリティが日常化・一般化した成功例といえるだろう。
奇跡、を呼ぶ，あるいは願いを叶えるための方法としては、これまでにも多種多様のものがみら
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れた。密教の真言(マントラ)や誕符が魔除けとして紹介され、小学生向けの本や雑誌に， Iお
まじない」が取り上げられることも珍しくはなかった。新月時にピンク色の紙に願いごとを書い
て願望を達成するという方法も， I恋人がほしいJI結婚したい」と願う女性たちの聞で大いに流
行している。神秘的な儀式的作業を行って自分の願望を達成する，あるいは，不運から脱出する
というのは， Iスピリチュアル」の基本的パターンといえるものである。しかしこれらのイメー
ジには， どこか現実離れした荒唐無稽さも漂う。願望実現に特化する貧欲さと、科学的恨拠が乏
しい超常現象を期待する危っさは，人目を忍ぶべきものになりがちである。どんなに一般化・簡
略化されたものであれ，いずれの「スビリチュアル」にも，旧来の精神世界がもっ呪術的な怪し
さがついてまわるのは否めない。それに対して、「ホ・オポノポノ (SITH)Jは，言葉の響きこ
そ耳慣れず奇異にも思われがちだが，方法はいたって普通であり シンプルかつ健全である。誰
でも抵抗なく実践しやすい点に， Iホ・オポノポノ (SITH)Jの魅力がある。
2.日本における「ホ・オボノポノ (SITH)Jのブーム
現実的な問題に直面したとき あるいは不安や恐れや捗りや悲しみなどのネガテイブな感情が
生じたときに， Iごめんなさい(I'm sorry.) J I許してください (Pleaseforgive me.) J I愛して
います (Ilove you.) J Iありがとう (Thankyou.) Jを，自分の心の中に向かつて繰り返し唱え
続ける。「ホ・オポノポノ (SITH)Jの基本はこの四つの言葉を唱えるだけである。「言葉に思い
を込める」とか「何回唱えるべき」という決まりはない。すべての出来事は自分自身の記憶から
生じるものとされ，四つの言葉でただそれをクリーニングしていくことが重要となる。その際、
「自分の中のどの記憶が原悶なのかJを特定する必要もない。言葉を繰り返して記憶をクリーニ
ングすることで、過去から解放され 自身の中に聖なるインスビレーションが通って問題は解決
するというのだ。紙面の都合で本論では取り上げないが，ホ・オポノポノの実践者の「よい変化
が訪れた」とする体験談は数多く存在するJそれらは当事者にとって，思いがけない奇跡、とし
て受けとめられる場合もある。こうした報告が広く日宣伝されることにより，ホ・オポノポノの神
秘性も説得力を増していくことになる。
ボータルサイト[アマゾンJ(http://www.amazon.co.jp/)で「ホ・オボノポノ 和書Jを検
索すると， 115点にのぼる。 (2014年8月23日現在)日本で最初の「ホ・オポノポノJの書籍が
発売されたのは 2008年である。「ホ・オポノポノ (SITH)Jの提唱者であるヒューレンと KR女
史あるいは彼らのセミナーの受講者を著者とする書籍は多数あり，現在では、同様の「ハワ
イのスピリチュアルもの」として， Iホ・オポノポノ (SITH)Jとは異なる流れや方法論を伝え
る書籍も多数目につく。実際， Iホ・オポノポノ (SITH)Jが成立するまでの段階で， Iハワイの
秘法」の継承者がいくつかに枚分かれしている。「ホ・オポノポノ (SITH)Jに限らず「ハワイ
のスピリチュアル」全般が注目されるようになったのは、ヒューレンがもたらした「ホ・オボノ
ポノ」ブームによると考えられる。「ホ・オポノポノ (SITH)Jのアジア事務局オフィシャルサ
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イト 7は、「ホ・オボノボノ (SITH)Jの情報を提供する重要な窓口となっている。公式サイト
の[プレスリリース]では，多くのマスコミから取材を受けたことが紹介され.r叩・ an.i(マ
ガジンハウス). rHanako.l (マガジンハウス). rグラマラス.](講談社). rグラツイア.!(講談社)• 
rmina.l (主婦の友社). rリンネjレ.1 (宝島社)• r sweet.l (宝島社)など，当世のメジャー女性誌
が「ホ・オポノポノ (SITH)Jを取り上げたという。また，朝日新聞，読売新聞，産経新聞が，
「ホ・オポノポノ (SITH)Jの記事を掲載したとも紹介されている。オカルトや精神世界とは距
離を置きがちな大メディアが取り上げたというととで.rホ・オポノポノ (SITH)Jの健全なイ
メージは強められることになる。加えて，これまでに女優の藤原紀香や長谷川理恵，美容ジャー
ナリスト渡辺佳子，小説家よしもとばなな，歌手の平原綾香，モデル道端ジ、エシカなど，女性の
注目度が高い有名人が，ブログや著書，あるいは雑誌のインタビューなどで，自らが実践者とし
て「ホ・オポノボノ」を紹介しているという。有名人たちが，ブームの先取りとして「ホ・オポ
ノポノ (SITH)Jを語ることにより、その知名度は格段に高まった。一般女性にとって.rホ・
オポノポノ」はライフスタイルに取り入れることが容易な方法であり， また，美貌の有名人が実
践していることから.r美しく幸せになる」効果が商いという印象を与える結果ともなった。
その一方、精神世界の著名人である経営コンサルタント故・船井幸雄8も.2007年11月にヒュー
レンと面談をし，機関誌『ザ・フナイ.12008年2月号上で rTOP対談」として記事を掲載した。
船井は公式サイト上の[いま一番知らせたいこと，言いたいこと)9でも. ["ホ・オポノポノ
(SITH)Jを推奨している。
こうした展開を通じ，有名人女性による「おj商務な女性のライフスタイル」というイメージと，
「精神世界系の優れたツール」というイメージの三方向を糸口とした「ホ・オポノポノ (SITH)J
ブームが日本に生まれ，幅広い層の関心や人気を獲得することにつながったと考えられる。いつ
でも誰でも簡単に行うことができて，かつ美と善に満ちた運命改善法。しかし，その根底には，
神秘との深い関連性が設定きれている。スピリチュアル消費者のニーズの集約ともいえる「ホ・
オポノポノ (SITH)Jだが，そこには現代人が求める「新しい癒し」の姿があると考えられる。
3. ["ハワイの秘法Jの歴史
もともと.rホ・オボノボノ」とは，ネイテイブ・ハワイアンに古くから伝わる問題解決方法
である。それをベースに，ハワイの伝統医療の専門家であり「ハワイ人間州支Jでもある故モナ・
ナラマク・シメオナ 10 (以下、シメオナと記す)が，ひとつのメソッドとして一般化させたもの
が.rホ・オポノポノ」である。
シメオナからヒューレンに継承された時点での「ホ・オポノポノ (SITH)Jは，伝統的な実践
法からみでかなり簡略化されたものであったため.旧来の伝統的方法の継承者サイドからは，批
判的な見方もされている。本論では.新旧の方法の比較やその正否を問うととを目的とはしない
が、「ホ・オポノポノ (SITH)Jが生まれた経緯については マックス・フリーダム・ロングな
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どによる解説がある。ロング著『原典ホ・オポノポノ癒しの秘法~1lによれば，ハワイの伝統的
な癒しの技法は「フナ (Huna)Jと呼ばれ、それはハワイ語で「秘密」や「奥義」を意味する。
父から子へ，子から孫へと口伝される秘密の呪術は，人の心や身体を癒すものとして実生活にお
いで活用される。この秘密の継承者は「カフナ (Kahuna)J (ハワイ語で「専門職」の意)と呼
ばれる。同書4-5頁には， ["フナの系譜jとして， ["ホ・オポノポノ」が現代に伝わるまでの流
れが紹介されている。
また，ロング著『ホ・オポノボノ奇跡の原点 カフナの秘宝J12によれば，もともと，ハワイ
の先住民の聞には， ["フナ」と呼ばれる秘密の呪術の奥義があり，死の祈り，溶岩流渡り，天候
操作，死者蘇生，瞬間治療，予言，未来改造，透視など，いろいろな特殊能力をもっカフナが存
在した。 1820年代にキリスト教宣教師が訪れる前には，地域の氏神の偶像や神殿も存在したが，
当時のカフナの最高指導者により，先住民の慣習と思考法を捨てて白人のそれに切り替える判断
がなされた。しかし，白人宣教師が行う布教活動は，旧来のカフナがもたらす奇跡の効果とはほ
ど速いものであり，カフナの秘技による「癒し」は密かに復活していった。急速な文明化の中で
キリスト教が浸透すると，宣教師はカフナを違法としたが，伝統に則ったカフナの仕事は民間で
は潜在的に残ることとなった。それが現代まで継承されている実際の「ハワイの秘法」と呼ばれ
るものである。
ヒューレンは，シメオナの秘書であったが，現代ではホ・オポノポノの代表的人物として認知
されている。前述の「ホ・オポノポノ (SITH)Jアジア事務局オフィシャルサイトには，ヒュー
レンについて書かれたコラム[世界一風変わりなセラピスト]13が掲載されているが，このコラ
ムがインターネット上で話題となり，数多くのサイトに掲示されて何万人もの閲覧へと広がっ
た。もともと，このコラムは， rあなたを成功と富と健康に導くハワイの秘法Jの著者ジョー・ヴイ
ター リ 14によって， 2006年に書かれたものである。 2004年頃に 「精神病院に入れられていた
刑法上の心神喪失患者をそっくり治した心理学者がいる。それも、一人の患者にも会わずに」と
いう噂を聞いたヴィターリが，ヒューレンの所在を調べて面会し セミナーにも参加して共著を
出すに至ったという経緯がある。
つまり， ヒューレンや「ホ・オポノポノ (SITH)Jが有名になったのは，ヴイターリの手によ
る広報やプロデユースの力が大きいといえる。ヴイターリ自身がスピリチュアルに基づくマーケ
テイングコンサルタントとしてすでに成功した人物であり，ベストセラー作家でもあるため，
「ホ・オポノポノ (SITH)Jが広く知られる結果となった。これは，先の船井幸雄と同様のパター
ンである。精神世界の分野における成功者に賞賛されたことによって，スピリチュアルに関心を
もっ多くの人々にも支持されたと考えられる。
4. rホ・オポノポノ (SITH)Jの思考的な構造
伝統的「ホ・オポノポノ」から，シメオナの「ホ・オポノポノ (SITH)Jへと進化した最大の
-27 
特徴は，集団的な精神世界からの脱却である。それまでの「ホ・オポノポノ」では，問題解決能
力に長けた指導者の元で関係者が集まり、徹底的に議論をして問題を解決していくという手法が
とられていた。しかし，参加者それぞれの問題に対する見方が異なるため、本当の解決にはつな
がらないことが多かったという。シメオナが， r指導者を介さず、個人が神聖なる知能と直接つ
ながる方法」を提唱したのは画期的な転換である。「問題の責任が自らにあるのと共に，解決す
る能力も自身にある」という考え方は，運命改善の鍵を不可知なものから自らの手に取り戻すと
いう新機軸を生み出したといえる。
その考えを受け継ぎつつ，具体的方法を提案したのがヒューレンである。四つの言葉を唱える
だけというシンプルな方法を採用したことにより、「ホ・オポノポノ (SITH)Jは一般化され、
個人での問題解決のシステムが完成したことになる。
ヒューレンが提唱する「ホ・オポノポノ (SITH)Jの教えをまとめると，次のようになる。
①自己責任の世界観
②記憶による問題の発生
③クリーニングとゼロへの転化
④自分の中の「神聖な存在」
これらに関して、以下に整理しておく。
4目 1.自己責任の世界観
「ホ・オポノポノ (SITH)Jの問題解決のシステムは，完全なる「自力」によって成り立ち，
それは「自らが全責任を負う」という考え方から始まっている。それは前述のように、シメオナ
からヒューレンに継承された考え方の基本といえる。自分が目にしたことすべて，あらゆる体験，
いかなる出来事も， 自分の責任により起こっている。個人的なトラブルのみならず，現実社会に
起こるあらゆる問題，たとえば目の前の他人が苦しむ不幸も，組織や社会や国家が抱える問題も，
すべてが自分の記憶により創り出されているというのだ。「では， レイプや交通事故とかはどう
なるのか。それは自分に責任があるわけではないはずだ」という聞いに対しでも、「問題を抱え
ているということは，必ずそこにあなたがいるということに気がついたことはありませんか?J 
とヒューレンは問いかける。「すべてが100パーセント自己責任なのです。例外はありません。.
嫌なことから逃げ出そうとしても、抜け道は一切ないのです。あなたは何もかもについて責任が
ある。すべて.ですJ.とヒューレンは語る。15
情報がもたらされた時点で，そこに自分自身も介在する。つまり，出来事を認識したというこ
とは，すべてが自分自身の問題であるということだ。責任の所在が自らにあるならば.rすべて
を解決する方法も自らの中にある」といえる。事象に関する全責任を負うがゆえに，解決の鑓を
握る救い主も自分自身となるのである。
「ホ・オポノポノ (SITH)Jによる解決は， ものごとの状況をつくり出している自分自身の内
- 28ー
側において行われ，必要とされるのは、悔悟・謝罪・感謝・愛の言葉であるorホ・オポノポノ
(5ITH) Jの体験談を見ると、四つの言葉の中で.大概の人が抵抗を感じるのが「許してください」
の言葉だという。それは， r自分の中の，いったい何が問題か」や「誰に対して，許してもらえ
ばいいのか」が舶に落ちないからである。すべてが自己責任だという世界観を無条件で受容でき
るかどうか。まるで踏み絵のように試されるのが， r許してください」の言葉といえる。しかし，
「ホ・オポノポノ (5ITH)Jでは，頭に浮かんだその迷い自体も「すぐさまクリーニングすべき」
だと教える。「どうして、私が「許してください」と言わなければならないのか?Jという疑問
じたいが， r記憶による操作」によるものである。その記憶を即座にクリーニングすればいいと
いうのが「ホ・オボノポノ (5ITH)Jの考え方となり，問題の解決はそこから始まるととになる。
これについて，ヒューレンは以下のように解説している。問題を抱えたとき，人は「原因はな
にかJr私のなにが悪かったのか」と思考し，努力し妥協し試行錯誤を繰り返す。しかし
それには何の意味もない。「ホ・オポノポノ (5ITH)Jでは，人生を邪魔しているのは「記憶」
と考える。潜在意識に蓄積された過去の記憶を「クリ」ニング」しなければ，問題は解決しない。
「がんばったのに失敗したJr好きな人に振り向いてもらえないJr楽しいことがひとつもない」
という人は，報われないという記憶，愛されないという記憶，人生はつまらないという記憶を生
きている。その記憶をクリーニングしないまま努力しても 同じ状況が繰り返しその人の前に立
ちはだかる。記憶は.r思い込みJr先入観Jr執着Jとも言い換えられる。常識や偏見，コンプレッ
クス，昨日見た夢，ふと思い出してしまう過去の出来事も，すべて記憶である。16それらが誘因
となって，感情や行動に失調をきたすことは，珍しいことではない。「ホ・オポノポノ (SITH)J
における記憶とは，心理学的には「意識下固定観念」ゃ「トラウマ」に似た存在であるといえよ
λ17 ノ。
このように， rホ・オポノポノ (5ITH)Jにおいて.r自己責任」の次に重要となるのは， r記憶」
の概念である。
4-2.記憶による問題の発生
「悪いのは相手なのに、どうして自分の責任なのか」と不思議に思われるかもしれません。
でも、意識では理解不能でも、原因はあなたの中の記憶にあるということ。どんな体験であ
れ、あなたの潜在意識で記憶が再生されたからその出来事が起こったのです。18
「ホ・オポノポノ (SITH)Jでは，人が思うように生きられない原因は，過去の記憶であると
される。人の潜在意識は，宇宙が創生されてからのすべての記憶にアクセスし瞬間瞬間に膨大
な記憶を立ち上げている。病気や事故，挫折，不幸など，過去のいまわしい記憶が，現在の人生
に反映されて不幸なことを引き起こしているというのだ。この際の「過去Jとは、一個人のそれ
までの人生の記憶を指すものではない。自分から遡った親や先祖 あるいは民族や閏家などにま
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つわるすべてを指す。記憶とは「メモリー (Memory)Jであり，地球誕生から現在に至るまで
存在した人間，動植物，鉱物，あらゆる存在が休験した出来事の記憶である。人は，その潜在意
識の中に，全人類，会存在の膨大な記憶を共有する。記憶は常に潜在意識に蓄積され，再生され
続けている。人が自分の意志で考え，決めたと思ったことも，実は再生された記憶の影縛を受け
ているにすぎない。病気な借金も，人間関係の車し蝶も，すべてが先祖代々受け継いできた「病
気の記憶JI貧困の記憶JI争いの記憶」の再生である。一見，ラッキーだと思える出来訪・でさえ
も，記憶の再生である限り，それは執着という新たな記憶を蓄積することになる。
このように， I固には見えない形で，膨大な量の情報庫が存在するJという考え方は，他の「ス
ピリチュアjレ」で話題にされる「アカシック・レコードJ19と似ている。また，個人を超えた記
憶の共有という点で嘗うなら、それはユングによる「集合的無意識J20とも共通する考え方である。
ただし， Iホ・オポノポノ (SITH)Jがそれらと異なるのは、「記憶J= r情報の集積Jがネガ
テイブで深刻な問題を生じさせているという点である orアカシック・レコード」は森羅万象の
情報と知恵の貯蔵庫であり，霊能力をもっ者がアプローチすることによって，そこから有益な情
報が得られると考えられている。また， I集合的無意識」は 人類創世から営々と築かれた思想
や文化の原型であり，人類の文化的事象の源泉とつながる情報と位置づけられる。しかし， Iホ・
オポノポノ (SITH)Jでは，その「記憶Jじたいが諸問題の根源とされ，除去すべき有害な障害
物と考えられるのである。
潜在意識の記憶はこの世の創世からの記憶にアクセスしています。
それだけ多くの記憶に動かされているのに，私たちは，それに気づくことができません。
私たちは，その気づかない記憶に乗っ取られて洗脳きれているようなものなのです。
記憶には，いいものも悪いものもありません。すべて単なる記憶のデータです。
記憶の中には，素晴らしい出来事もまがまがしい出来事も，すべて含まれています。
その記憶によって，私たちは行動してしまうのです。21
ありとあらゆる記憶は潜在意識に蓄積されて，悩ましい問題を次々と生み出す。雑多な情報や
感情にまみれて透明性を失った「個人の意識 (SelfI-dentity) Jは，いったん浄化(クリーニング)
される必要がある。 Iホ・オポノポノ (SITH)Jが目指すのは.記憶が消えた「ゼロJの状態で
ある。
4-3. クリーニングとゼ口への転化
「ホ・オポノポノ (SITH)Jにおいて，人の意識は，本来は「ゼロ」の状態であるという。物
事が完壁でなくなるのは，潜在意識の中の過去の記憶が再生されて，現在に投影きれることに原
因がある。四つの言葉で記憶をクリーニングすることによって， I個人の意識 (SelfI-dentity) J 
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は修正され，ようやく本来の自分に戻れるのである。
クリーニングによって記憶がどんどん消去されると，私たちは「無J.ゼロの状態に近づ
いていきます。まるでタマネギの皮をl枚l枚むいていくようなもので，最終的に情報のまっ
たくない状態となります。仏教でいう「空」です。
これこそ本来の自分です。過去や感情にとらわれない，自由な自分です。
ゼロになったあなたは，もともと完壁な存在。神聖なる存在は，光とインスピレーション
をあなたにもたらします。あなたに必要なもの，あなたにふさわしいものが，完壁なタイミ
ングで与えられるのです。そして問題は自然と解決していきます。
ハワイ語で.iホ・オ」は目標.iポノポノ」は完壁，ゼロの意味。つまり，ホ・オポノポ
ノは，完壁(ゼロ)を目標として「修正することJi誤りを正すこと」という意味です。
わたしたちはクリーニングによって修正され，ょうやく本来の自分に戻れるのですon
上記に.i仏教でいう「空J. という言葉が出てくるのは興味深い。「ホ・オポノポノ (SITH)J
が伝承された経緯に仏教思想との関連性は見られないが.iゼロ」の状態がいかなるものである
かを説明するにあたって 仏教の用語が用いられるのである。「ホ・オポノポノ (SITH)Jと仏
教の比較はあらためて後述するが，ここでは「空」に関する両者の差異について述べておく。
紀元前後に生まれた大乗仏教では，まず『般若経Jに基づく「空思想」が，続いて『解深密経J
などに基づく「唯識思想」が起こった。23横山紘一『唯識思想入門Jによれば. i唯識とは文字
どおり「唯だ識のみ」という意味である。「識」とは，広義には精神活動一般つまり「こころ」
をいう。したがって「こころ」という存在物以外には何も存在しない、というのが唯識の根本的
意味である。J24とされている。一方，ヒューレンは.iホ・オポノポノ (SITH)Jを適用し続け
るうちに. i私が体験する世界は，霊感が無限の心から届き，あるいは，記憶が潜在意識下で再
生されるがごとく，私の心の中にのみ存在しているのだJ.i信じられないことに，心の外側に存
在する体験など皆無なのです。心にとって， もはや外側というものはあり得ない。すべての体験
は，霊感もしくは記憶の再生によって，心に規定されるのです。」と説いている。25
「こころ(心)Jという精神活動領域のみにすべてが存布するという点で. iホ・オポノポノ
(SITH)Jと唯識は同様の立場をとる。こうしてみると. iホ・オポノポノ (SITH)Jにおいて「ゼ
ロ」の状態を説明するのに，仏教の「空」の概念を用いることも，一見可能であるかのように考
えられる。
しかし，ヒューレンのいう「空」が，仏教の「空Jを根本から踏まえた上で，同義のものを指
すかについては疑わしい。というのも，仏教における「空」には. i縁起」の理解が必要となる。
もともと. i空」思想は初期大乗仏教の『般若経Jに説かれ，それを龍樹 26が『中論』で体系化
したものである。縁起とは，何かに縁って起こることであり，全ては原因や条件や部分といった
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諸々の関係性によって成り立っている。縁起による世界では.固定的な実体(自性)というもの
は存在しない。一切の現象は，その時々の原因や条件により，そう見えているだけである。永遠
不変の実体が存在しないということ，全てが縁起であることこそが.r空」なのである。随樹が
説く「空」とは.r空っぽ」や「無」を指すものではなく，この世には.r自性」という変わるこ
とのない本質や，原因や条件に依らずに成り立つものは存在しないという意味である。27
しかし，ヒューレンのいう「ホ・オポノポノ (SITH)Jの「空」には.r縁起」の概念は1!.わ
ない。その「空」とは，単純に「記憶にとらわれない無垢なる状態J.つまり白紙的な「ゼロの
意識」を指していうだけのものである。ぞれは、龍樹以前の仏教の「空」概念と相通じるものと
いえるだろう。
ヒューレンの著書で，他にも仏教の言葉が引用されている箇所をあげておく。
般若心経に.r色即是空，空即是色Jという言葉があります。これは，この世の中で認識
されることはすべて「空 (Void)Jであるということを意味しています。
仏教では.r空」というのは悟りです。どんなことが世の中で起きていても，それらがす
べて自分の中で起きているということが納得できて，そして自分の潜在意識から消去してし
まえば， もうそんなことはなくなってしまうのです。
本来，私たちは.r空」であるはずで，ホ・オポノポノは私たちがもともともって生まれ
たゼロの状態に戻してくれるプロセスなのです。28
「空」というのは悟り，とあるが， ヒューレンのいう.r空」もしくは「悟り」は，すべての出
来事は自らの認識にあることを得心し，その認識の作用を消して，何もなくなる状態にすること
を意味している。また.r空」については， もともと人のあるべき状態であるとしている。
そして.rホ・オポノポノ (SITH)Jの目的は，浄イじされた意識としての「空」や「悟り」に
至ることに置かれているわけではない。それはまだ.r個人の意識 (SelfI.dentity) Jの修正の途
中の段階に過ぎないのである。ヒューレンの「ホ・オポノポノ (SITH)Jにとって.r空」は「空っ
ぽ」であり，神聖なものを通すための許容性を意味する。「ホ・オポノポノ (S1TH)Jでは.r個
人の意識 (Self1.dentity) Jを汚している記憶の代わりに，別なものを通す手段として，いった
ん「空」の状態になることが必要であると説いているのである。
仏教の「空」とは，何も見えない，何もないことを指します。私たちの潜在意識が何もな
い「空」の状態なら，私たちの意識の中を光が通ります。光はつねに与えられているのです
が，それをさえぎっているのが潜在意識の記憶なのです。
私たちが人生で経験するすべての問題や困難は，私たちの記憶が再生されることによって
起きているのです。
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ですから，ホ・オポノポノで潜在意識をクリーニングすると. I空」の状態になるので自
然に光が過るようになるのです。そうなったら 神聖なる知能からのインスピレーションが
さえぎられることなく届くようになります。ぬ
「ホ・オポノポノ (SITH)Jにおける究極の目的は，意識の浄化のその先にあり，神格とつながっ
て神聖なるインスピレーションの働きを得ることにf也ならない。このように. Iホ・オポノポノ
(SITH) Jと仏教の根本概念は必ずしも一致しているわけではないが，意識に生ずる濁りを問題
視し，それを浄化することを目指す点においては共通しているといえる。
「人生には二通りの生き方があります」と ヒューレンは説明する。「記憶によって生きる
か，霊感によって生きるか。記憶とは古いプログラムの再生です。霊感とはあなたにメッセー
ジを送っている神格そのものです。あなたは霊感によって生きるべきです。
神格の声を聞き，霊感を受け取る唯一の方法は，すべての記憶をきれい(クリーン)にす
ることです。あなたがすべきことはただ一つ，きれい(クリーン)にすることですJo30
では，四つの言葉でクリーニングされた「個人の意識 (SelfI-dentity) Jは，その後、どんな
仕組みで自らの「神格」と連携するのだろうか。
4-4. 自分の中の「神聖なる存在」
「ホ・オポノポノ (SITH)Jにおいて. I個人の意識 (SelfI-dentity)Jは， ピラミッド型の多
層構造になっていると考えられ(図 lを参照).各層の連携がとても重要となる。
最下部が潜在意識(ウニヒビリ).その上にあるのが顕在意識(ウハネ).さらに上に位置する
のが超意識(アウマクア)である。それは順に，ウニヒピリが「子J.ウハネは「母J.アウマク
アは「父Jのような存在であると擬人化される。「個人の意識 (SelfI-dentity) Jの最上層には.I神
聖なる知能J3!がある。
ヒューレンの「ホ・オポノポノ (SITH)J書籍に共通する部分から、以下のようにまとめる。
「個人の意識 (SelfI-dentity) Jの多層構造を確認しておくと，最下層には. I子」である潜在
意識(ウニヒピリ Unihipili)があり，そこでは常に記憶が再生されている。このウニヒピリは人
の本質的部分で，ただあるがままの存在である。ウニヒピリは「インナーチャイルド (Inner
Child) J.すなわち「内なる子供」を意味するものともいえる。ウニヒピリは記憶の黒い雲にま
みれているが，膨大な記憶のうち，どの記憶が問題の原因なのかを知っている。
ウニヒピリの上位に位置する層が. I母」なる顕在意識(ウハネ Uhane)である。ウハネは人
が認識する心や頭の中の状態を指す。ウハネは膨大な記憶に翻弄され記憶から感情を生み出し、
記憶から生じた価値観で判断をしている。それは認識された自我や意志 あるいは意図や戦略を
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(図1) 唯識思想と「ホ・オポノポノ (SITH)Jの意識構造図
1 rホ・オポノポノ(SπH)Jの意識
セルフアイデンティティ=意蹴の構造
ワニヒピυ
(Unlhlplll) 
インナー テャイルド
(lnner Chlld) 
引用『みんなが帝せになるホ・オポノポノ』徳間帯庸(61貰)
2 唯織の八識
眠織
表 耳識 主
膚 a験
心 音機 感
理 身践
意織
繍山紘一『唯臓思想入門』第三文明社レグルス文庫(110買)
竹村牧男『知の体系』佼成出版社(72買)以よを加工
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生み出すものである。近代の人々が重要視してきたものは，との顕在意識(ウハネ)に他ならな
い。しかし「ホ・オポノポノ (S1TH)Jでは，ウハネの干渉によりウニヒピリとの関係に不備
が生じることが問題だ、とされる。ウハネがウニヒピリと向き合えば，消去すべき記憶を教えても
らえる。この「母」と「子」が良好な関係を結ぶことができれば，その上の「父」なる超意識(ア
ウマクア)とつながることカτできるようになるのである。
アウマクアは，常に「神聖なる知能」と一体化していて，ウニヒビリから「神聖なる知能Jま
でを結びつける役割を果たす。「アウ (Au)Jというのは，ハワイの言葉で「時空を超える」と
いう意味であり. ["マクア (makua)Jは「神様jや「精霊」を意味する。アウマクアは一人ひと
りの中にあって， まさに「神聖なる知能」と意識を結びつけている存在である。ウハネと調和し
たウニヒピリの即五いを，神聖なる知能に{云えるのカ宮アウマクアのf支目である。アウマクアには，
ウニヒピリにあるような記憶も，ウハネにあるような認識もいっさいない。アウマクアは，ウニ
ヒピリ lこ対して「父」のような存在で，ウニヒピリから上がってきた情報や願いを「神聖なる知
能」に上げるために整える。その情報が伝われば. ["神聖なる知能」は「マナ (Mana)Jを降ろ
してくれる。「マナ (Mana)Jというのはハワイの言葉で， もともと「神様がもっている力Jを
意味する。これがウニヒビリの落ちにくい汚れ 記憶を洗い流してくれる。
そして，マナが潜在意識をきれいにしたところに，インスピレーションは降りてくる。神聖な
る知能から降りてくるインスビレーションは情報だが，顕在意識の思考に基づくものではない。
それは思いもよらない発想や行動につながる力である。流れに沿っていけば，物事は，自分にとっ
て.きらに全ての存在にとって 最善の方向へと向かっていくことになる。
このように，潜在意識(ウニヒピリ).顕在意識(ウハネ).超意識(アウマクア)が「云位一
体」にならないと，神聖なる知能にアクセスずることはできない。そのために，顕在意識(ウハ
ネ)が，潜在意識(ウニヒピリ)に愛の言葉をかけて慈しむ必要があるときれるのである。「ご
めんなさいJ["許してくださいJ["愛していますJ["ありがとう」の四つの言葉は、ウハネがウニ
ヒピリにかける愛の言葉である。
では. ["ホ・オポノポノ (S1TH)Jでの，自らにおける「神格」とは， どういう存在なのだろう。
「個人の意識 (SelfI-dentity) Jの最上層に位置する「神聖なる知能」は，そのまま神と考えても
よいし，宇宙， 自然と言ってもよい存在とされる。「神聖なる知能」のみが， ウιヒピリの記憶
を消去できる存在である。また，記憶がもとの「ゼロ」に戻されたとき、「神聖なる知能」は、
完撞な人間関係、完壊なアイデア，富と健康における完壁な源を周けてくれる O
[ホ・オポノポノ (S1TH)Jで草要なのは、一番上の「神聖なる知能」から一番下の潜夜意識
まで，この全体が一人ひとりの「個人の意識 (SelfI-dentity) Jであるという点である。「神聖な
る知能J.あるいは「神聖なる存在」は，人の意識から遠く離れた外部に存在するものではない。
自分自身の中に，すでに「神格jはあるとされるのである。すべての記憶を消去しインスピレー
ションを注ぎ込み，悩みや苦しみの問題を解決し，最善最良をもたらすものは.["個人の意識 (Self
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I-dentity) Jの中にすでに存在しているというのである。従って、他のなにかを信奉して救いを
求める必要はない。「神」ゃ「絶対者」が本当に存在するかどうかという疑問すらも「ホ・オポ
ノポノ (SITH)Jでは，クリーニングすべき記憶となってしまうのである。
とはいえ. Iホ・オポノポノ (SITH)Jは. I神聖さ」や「神秘」を否定しない。むしろ，人~ft'
を超えた完壁なる存在を積極的に認めている。その点において，十分に「スピリチユアル」的で
あり.神秘思想的であるといえるだろう。
I rホ・オポノポノ (SITH)J と仏教
ここからは，改めて「ホ・オポノポノ (SITH)Jと仏教の唯識，思想の比較を行っていく。
1. rホ・オポノポノ (SITH)Jと唯識思想
1-1. rこころ(心)J.あるいは意識の重視
仏教の唯識思想(以下、唯識と記す)は，歴史的に大乗仏教派の龍樹(ナーガールジ〉ナ)に
よる「空」思想を受けて成立したものである。祢勅(マイトレーヤ)・無着(アサンガ)・世親(ヴ、ア
スパンドゥ)という三人の論師により，唯識の教学は完成された。もともと，すべてが無である
という「空J思想が招きかねない虚無主義への誤解を打ち消し 無我説と輪廻説との聞に生じる
矛盾を解決すべく生まれたのが唯識である。従って. I空」は唯識における前提的概念となる。
そして，全ては「縁起」から成り，不変の本質である「自性」は存在しないと理解することで，
「覚り」を得ることを目指すのである。
一方の「ホ・オポノポノ (SITH)Jでは，感情や認識による影響を排除し浄化された意識を「空」
と見なす。前述したように.両者の「空」に関する解釈自体は大きく異なっているといえる。
しかし， Iすべては，こころ(心)による」と考える点で、両者は同様の立場をとる。感情形
成や判断認識などの精神活動全般の領域を「こころ(心)Jと位置づけるならば. Iホ・オポノポ
ノ (SITH)Jと唯識は.ともに「こころ(心)Jの作用をもっとも重視する。そして，両者とも，
その意識が感情や認識によって汚されることがない状態を良しとし，意識の浄化に重点を置いて
いるのである。
ト2.r意識」の構造
両者に共通する重要な点として，まず 意識を多層的にみる構造論が挙げられるだろう。両者
を図形化したものを見ると，意識の構造園はよく似た印象を与える。「ホ・オポノポノ (SITH)J
と唯識を比較するため，論文末の(図1)にそれぞれの意識の構造図を示しておく。
すでに説明したように. Iホ・オポノポノ (SITH)Jでは，個人の意識を困層に分けて，下層
から)ij頁に，①潜在意識(ウニヒピリ)→②顕在意識(ウハネ)→③超意識(アウマクア)→④「神
聖なる知能」という垂直構造に見立てる。無垢なる「インナーチャイルド (InnerChaild) Jの
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潜在意識(ウニヒピリ)は原初の魂とでもいうべきもので，それに対して顕在意識(ウハネ)が
記憶に翻弄された上での感情・価値観・判断を持ち込む。それは近代的自我ということもできる
し，あるいは，分別や知恵ともいえる。顕在意識(ウハネ)がもたらす混乱を，四つの言葉でク
リーニングすれば.超意識(アウマクア)は「神聖なる知能」を動かし，潜在意識 Lウニヒピリ)
の記憶を消去することができる。これにより，記憶の再生から生じた問題は解決して.r神聖な
る知能」は、聖なるインスピレーションをもたらす。それが「ホ・オポノポノ (SITH)Jの意識
構造のシステムである。
一方の唯識では，個人の意識を「八識」に区分して考える。五感である「眼識・耳識・鼻識・
舌織・身識」と外界を認識する「意識」を「六識」とし，これら「六識」の奥に「末那識」とい
う自我意識を.さらにこれら七識を生み出す根源体として「阿頼耶識」を想定している。唯識の
代表的な論師である世親の『唯識三十頓Jでは.r彼は織の所変に依る。此が能変は唯し三つの
みなり。謂わく異熟と思量と及び了別境との識ぞJ32とある。
意識は，①異熱と②思量と③了別境の三層構造であるとされるのである。すなわち，認識の素
材となる「種子」を異なって熱す識は「阿頼耶識J.r自分」にこだわり思い量る識は「末那識J.
環境要因としての外界を認識する識は「五感と意識」と言い換えられる。
唯識論伽行派の人々は，表層的な六識の奥に深層的な「阿頼耶識」をたてて，この阿頼耶識こ
そが自己存在の究極体であると考えた。阿頼耶識とは心の奥で休むことなく活動し続ける深層心
理である。それは，まさに「ホ・オポノポノ (SITH)Jの潜在意識(ウニヒピリ)と同ーの存在
である。
また.rホ・オポノポノ (SITH)Jでは，すべての「記憶」が，潜在意識(ウニヒピリ)につ
ねに蓄積され再生されると見なすが，唯識では感知された諸々が「種子」として「阿頼耶識」に
植え付けられるとされる。この仕組みも共通しているといえよう。
そして.r自分であること」に執着する「末那識」は.rホ・オポノポノ (SITH)Jでは顕在意
識(ウハネ)に相当する。それは感情や知性による判断，つまり分別である。あらゆる情報が注
ぎ込まれる意識の根源体に，分別や判断を持ち込む別な意識層があるとした点で両者は一致して
おり.そのどちらもが.r近代的自我jともいえる意識層の働きを，悩みや問題などの害を生み
出すものと位置づけているのである。
1-3. rホ・オボノポノ (81TH)Jと唯識の相違点
では.rホ・オポノポノ (SITH)Jと唯E哉が異なる点とはなにか。
外界要因を認識する器官として，唯識では「五感と意識」の了別境が立てられるが.rホ・オ
ポノポノ (SITH)Jでは，認識作業もすべて顕在意識(ウハネ)に含まれる。しかし，意識の各
層が担う役割自体は，概ね一致しているため，この点に関しては、さほどの違いがあるとは考え
られない。
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「ホ・オポノポノ (SITH)Jと唯識が決定的に異なるのは，浄化された意識に至るための方法
であり，そこに超越的な作用というものを見出せるかどうかである。
「ホ・オポノポノ (SITH)Jでは.iごめんなさいJi許してくださいJi愛していますJiあり
がとう」の四つの言葉がまるで魔法の呪文のように機能して，記憶はたちまちクリーニングされ
た状態になるとされる。つまり，瞬間瞬間において，浄化された意識が存在する。潜在意識(ウ
ニヒピリ)には絶え間なく記憶が再生され，問題は次々と発生するため，それをクリーニングし
続けることが重要なのである。ヒューレンのいう「空Jを「クリーニングされた状態」とするな
ら，それは剃那であり，永遠ではない。また，究極ではなく， 日常なのである。それが「ホ・オ
ポノポノ (SITH)Jのリアリテイである。
もう一方の唯識においては，意識の浄化としての「空」に至るために，どんな方法が提示され
るのだろうか。その基本的な実践法としては「六波羅蛋」が考えられる。それは.i布施・持戒・
忍辱・精進・禅定・智慧J33であるが，いずれも自己への厳しさが伴う修行となり，唯識におけ
る悟りまでの道のりは，総合的な努力を要するものとなる。「空」の覚りを目指す求道者には，
生涯を賭けて行うべき修行であろうが，このやり方では，凡夫たる普通の人々が「空」の境地に
至るのには相当の困難が伴う。
この点に関して，横山紘一は『やさしい唯識Jのなかで，ニつの身近な行方法を示している。
それは.i正聞蕪習J34と「無分別智J35である。唯識では，すべてが阿頼耶識に「燕習」される
と考える。薫りを染み込ませるように，正しい教えや真理の言葉を繰り返し聞き，それを阿頼耶
識に染みこませるというのだ。真理の言葉や普なる教えが薫習されることにより，それは意識に
確固たるものとして根付くことになる。心は多くの体験により繰り返し変質をするが，正しい言
葉を重ねて染み込ませれば，迷いない心が形成されていくとするのである。正しい言葉とは，良
き師匠の教えや正しい経典であり，また，日常の幸福感を表現する雷葉であるという。たとえば，
「ああ，おいしいJiああ，美しい」と感動を言葉に発することで，良き言葉もその際の心映えも
阿頼耶識に薫じられるというのだ。「言霊」による実践とも言うべきその方法は，一見、「ホ・オ
ポノポノ (SITH)Jの四つの言葉にも通じるように見える。
そして.i無分別智」とは.i止観」のことであり，結勤日扶坐して行う「ヨーガ」であるという。
「ヨー ガ」は.i静寂な心」である「止」と「ありのままにみる心」である「観」の二つから成り
立っている。五感による心の乱れをおさめ，間違った認識にとらわれないようにするために，呼
吸法などと同時に行う「ヨーガ」 つまり肉体による修行が効果的であるとされるのだ。36
たしかに.iヨーガ」修行を行うことで，普通の人々であっても「無分別智」を体験すること
は可能になるかもしれない。しかし.i正聞蕪習」のほうは，唯識としての矛盾をはらんでいる。
「正しい教え」ゃ「真理の言葉J.またそれをもたらす「良き師匠」や「経典」への信頼とは，お
よそ主観によるものである。なにが正しく なにが良きで なにが真理であるかを判別する意識
は，唯識で述べられる末那識の働きに他ならない。これらの意味づけ自体が，阿頼耶識に存在す
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る様々な種子によって生み出される変幻たる価値観なのではないだろうか。「唯だ，識のみ」と
する思想において，献を超えた価値判断は存在し得ない。唯識の「正聞薫習」に求められるもの
は，実は「絶対的な教え」や「絶対的な師Jであり，外的存在への信服を設定する時点で，もと
よりある唯識的概念も成立が困難となってしまうのではないだろうか。
それに対して. Iホ・オポノポノ (SITH)Jでは，価値判断そのものも四つの言葉でクリーニ
ングされるべきと考える。「ホ・オポノポノ (SITH)Jでは，悟りに達しようとする確闘とした
意志や.そのための修行は必要とされない。もともと， Iこれが正しいか.どうかjを思い迷う
心こそが，人の悩みの根源で、ある。それならば，意識をひたすらクリーニングするより他に方法
はない。それは，ただ簡便であるというだけでなく，いっさいの価値選択を要しないという点で，
より徹底した浄化だということができる。
おわりに
潜在意識であるウニヒピリには次々と過去の記憶が再生される O 人が生きている限り，変化は
起こり続ける。それは状況的な変化であり，心理的な変化でもある。人のこころを第一とする
「ホ・オポノポノ (SITH)Jや唯識の立場でいうなら，まず心理的な変化があり，状況的な変化
も起こるというべきであろうか。いずれにせよ，生きている限り，完壁なる覚りや浄化が固定化
されて存在することは不可能である。完全に持続可能な「覚り」は 時の変化が止む「死」と共
に訪れるべきものであろう。従って，一瞬一瞬の「まさにある，いま」が連続し、そこに湧き続
ける記憶を消し続けるしか他はない。「ホ・オポノポノ (SITH)Jの視座は，つねに「今日の前
にある現在」に閏定きれており，様々な思念を生み出す過去のいきさつや未来の予測もすべて排
除するのである O
「ホ・オポノポノ (SITH)Jは，歴史的には仏教とは無関係な思想であり，そこに輪廻転生の
概念は存在しない。過去の業が積み重なって現世に反映することもなければ，来世に持ち越しに
なるものもない。過去の記憶そのものには是も非もなく 是非の判別をする意識の働きこそがい
ま問題となっている出来事を劃出するのである。いっさいを選別することなく，すべて「記憶」
として浄化する「ホ・オポノポノ (SITH)Jの「空」とは，いつかどこかにあるはずの完成され
た「空」ではなく，今まさに直面し続ける剃那の「空Jだといえる。
そして.Iホ・オポノボノ (SITH)Jがもっとも薫視するのは. I空」に至ること自体ではなく，
心が清浄になった後に訪れる，聖なるインスピレーションである。「ホ・オポノポノ (SITH)J
では，それを「神聖なる知能」と呼ぶ。神聖なる知能もまた，すべてが「今，このとき」のため
にある。聖なる智慧との出会いは，今現在の喜びゃ幸福をもたらす。それは過去の記憶の再生と
は異なる，まったく新しいドラマとして現れる。「ホ・オポノポノ (SITH)Jが目指しているのは，
日々の奇跡の実現である。
このように. I意識の海化」を考察することで明らかとなったのは. Iホ・オポノポノ (SITH)J
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というスピリチュアリテイの第一の特性が. r時」概念の不連続性にあるというよとである。「永
遠」でない「今」にこそ主眼が置かれているという点に，現代人が求める精神世界についての重
要な手がかりがあるのではないかと思われる。
そして. rホ・オポノポノ (SITH)Jのもう一つの特性は. r神聖なる知能」の在処である。自
分自身の意識の中には奇跡を起こす存在がすでに用意きれている。神聖なるものが自らに存在す
るという設定iえ他のスピリチュアリテイ全般に通底する大前提である。超越的存在を他者とし
てではなく自身の中に見出すことによって.r信仰対象・信仰心・修行J.あるいは「教祖・教義・
教団Jに対する必要性はだんだんと失われていくことになるだろう。37
スピリチュアリティという新たなカテゴリーが認知されたことにより、現代の日本人の精神性
は，既存の宗教とは異なる道へと一歩を踏み出しつつある。日本の精神史において，まだ明確な
位置づけがなされず，研究対象としてもその定義が定まりにくいスピリチュアリティであるが.
新時代を生きる人々の思想的側面を反映する存在であることは間違いない。その展開の行方を.
今後も注目していきたいと考える。
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